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はじめに 
 

共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関する条約に基づいたインクルー

シブ教育システムの構築が進められる中、障害のある子どもの自立と社会参加

を目指し、一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導の充実が求められています。 
「個別教育計画」は障害のある子どもたち一人ひとりの適切な指導、支援に

つながる有用なものであり、インクルーシブな学校づくりに向けた取組が進む

中、今後ますますその活用を図ることが大切です。 
県内の特別支援学校においては、学習指導要領に個別の指導計画の作成が義

務付けられる以前から個別教育計画を作成し、個々の教育的ニーズに応じた指

導の充実に努めてきました。しかしながら、これまでの実践の蓄積から効果的

な取組が工夫されている一方で、個別教育計画が授業に十分に結び付いていな

い等うまく活用されていない現状もあります。 
これらのことを踏まえて、神奈川県立総合教育センターでは平成 26年度から

27 年度の２年間にわたり、県立特別支援学校４校の協力のもと「個別教育計画

を活用した指導の充実に関する研究」に取り組み、個別教育計画作成・活用上

の課題を明らかにするとともに、その要因を探り、個別教育計画を活用するた

めのポイントや手立てを検討しました。 

本ケースブックは、この調査研究の研究成果を広く普及し、個別教育計画を

活用した指導の充実に寄与することを目的として作成したものです。「個別教育

計画」の作成・活用が「分からない」「難しい」と感じている若手教員の方のガ

イドとして、また、地域の小・中学校又は高等学校の支援が必要な子どもへの

個別教育計画作成・活用の際にご活用いただき、指導の充実につなげていただ

ければ幸いです。 

 

 
平成 28年７月 

 

              神奈川県立総合教育センター 

                    所長 北村 公一 
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本冊子の目的と構成  

（ケースブック活用に当たって） 

 

一人ひとりの子どもの教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援を行うために、

「個別教育計画」は作成・運用されています。一方で、「授業への活用に至っていない」

「活用方法が分からない」ことが課題としてあがっています。本ケースブックは、その

課題解決に資することを目的として作成しました。 

また、初めて特別支援教育に携わる初任者や転任者等の分からなさ、難しさへの支援

として、本研究を通して明らかになった「個別教育計画」作成・活用上の課題及び、そ

の中で聞かれた教員からの問いに回答する形で、基本的な考え方や活用に向けたポイン

ト、具体的な事例を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本ケースブックは、神奈川県立総合教育センターのホームページからダウンロ

ードできますので、どうぞ御活用ください。 

 
 
 

 

第 1章 「個別教育計画」の基本的な考え方 

  

「個別教育計画とは？」「作成する時の大切な視点は？」等、基本的な内容を 

Ｑ＆Ａ形式で記載しました。 

 

 

第２章 「個別教育計画」を活用していくために 

 

「活用の際のポイントは？」「活用に向けた工夫点は？」等、活用をテーマに 

作成しました。ケース事例も紹介しています。 

 

 

第３章 資料編 

 

本研究を進めるに当たり、県立特別支援学校にアンケート調査を実施しました。

その調査結果を、資料として巻末に掲載しました。 
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Ｑ１ 「個別教育計画」とは何ですか？ 

 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇「個別教育計画」を何のために作成するのか分
からない。 

〇「個別の指導計画」や「個別の教育支援計画」
との違いが分からない。 

 

 
                                 

先生方の声 

Ａ．「個別教育計画」は子どもたち一人ひとりの指導目標 
及び指導内容を明確にしたものです。 

神奈川県では、子どもたち一人ひとりの障害の状態や発達段階等の的確な
実態把握に基づき、教育的ニーズに応じた指導目標及び指導内容を設定し、
継続的、発展的な指導を一貫して行うための計画を「個別教育計画」として
います。 
特別支援学校に在籍する全ての子どもたち一人ひとりに、学校生活や学習

における目標、手立て等を具体的に示します。 
 

 Ａ．「個別教育計画」は「個別の指導計画」の内容を含み 
ます。 

「個別の指導計画」の作成が義務付けられる以前より、神奈川県では「個
別教育計画」を作成してきました。「個別教育計画」は、自立活動だけでなく、
教科指導も含めた、学校における教育活動全般にわたって作成されるもので
あり、「個別の指導計画」の内容を含んだ計画です。子どもたち一人ひとりの
障害の状態や発達段階等の実態に即して作成されるとともに、ライフステー
ジや地域生活を考慮して作成します。 
 
 「個別教育計画」は作成することが目的ではなく、障害のある子どもたち
一人ひとりの指導の充実にいかすことが大切です。そのために、「個別教育計
画」は作成して終わりではなく、日常の指導の中で適宜評価を行い、実態の
捉え直しや指導内容・方法の改善を図り、より効果的な指導につなげていく
ことが必要です。 

 

「個別の指導計画」
とは 
 平成11年の学習
指導要領の改訂に
際し、盲・聾・養護
学校における自立
活動と重複障害者
の指導にあたって
作成が義務付けら
れた指導計画です。 
また、平成 21年

の改訂にあたって
は、障害の重度・重
複化・多様化に対
応し、子どもたち一
人ひとりの実態に
即した指導を一層
推進するため、各教
科等にわたる「個別
の指導計画」を作成
することが示され
ています。 
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まず「個別の支援計画（支援シート）」で、生活全般に関しての支援計画を
作成し、次にその計画を踏まえて、「個別教育計画」で学校における教育の計
画を作成します。 
また「個別教育計画」を作成する際は、各学校の教育課程を踏まえること

が必要であり、各教科の年間指導計画等の授業計画との関連を考えて作成し
ます。 

Ａ．「個別教育計画」「個別の指導計画」「個別の支援計画」 
は関連しています。 

Ａ．「個別教育計画」はチームで作成します。 

 「個別教育計画」は、三つの方法と二つの視点をもって作成します。 
【方法】 
①チームによる見立てとアセスメントの活用 
②チームによる目標・計画の設定 
③計画―実践―評価―改善のサイクル 

【視点】 
 ①地域生活を考慮する 
 ②ライフステージを見据える 
 
 担任だけで抱えるのではなく、子どもに関わるチーム(養護教諭や専門職等
も含む)での作成が望まれます。 
 保護者もチームのメンバーであり、作成段階で保護者の意向を取り入れて
同意を得ていくことが必要です。また、「個別教育計画」は障害のある子ども
の指導の充実を図る上で欠くことのできないものであり、本人の願いや思い
を十分聞き取る等、本人の参画を図る視点も重要です。 

「個別の教育支援
計画」とは 
 「個別の支援計
画」の中の学齢期の
部分を指す呼び方
です。 

「個別の支援計画」
とは 
 障害のある子ど
もが生活していく
上で必要な支援を、
教育、保健、福祉、
医療、労働等の各機
関が連携協力して
策定するものです。 
 神奈川では「支援
シート」と呼びま
す。 

それぞれの計画が
持つ役割 
「個別教育計画」

や「個別の支援計画
（支援シート）」等
は、名称は似ていま
すが、それぞれの作
成目的は異なりま
す。目的・意義を踏
まえて、相互の関連
性を図ることが大
切です。  
そ れ ぞ れ の 内

容・機能を理解し、
重複している部分
を整理することで、
スムーズに作成す
ることができます。 

年間指導計画 

個別の支援計画（支援シート）
学齢前から卒業後までの子どもの生活全般に関する支援の計画

学 齢 期就学前 卒業後

個別教育計画
ライフステージと地域生活を考慮し

チームで作成する

個別の指導計画

幼稚園・
療育セ
ンター等
におけ
る計画

作業所・
施設・企
業等に
おける
計画

個別の教育支援計画
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  Ｑ２ 「個別教育計画」を作成する上で必要な 
項目は何ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「個別教育計画」は、各学校の教育課程を踏まえて作成する必要があるこ
とから県内での統一書式はなく、学校や学部ごとに教育課程に合わせた書式
を使用しています。 
 学部間をつなぎ、系統性のある指導をねらい、全学部統一書式を使用する
学校も増えています。 
各学校の書式例として、キャリア発達の視点から学校で育てたい力を四つ

程度挙げ、その項目に沿って指導目標・内容等の計画を設定する学校もあれ
ば、生活面・身体面・社会性・学習面等の領域に沿って計画する学校もあり
ます。 
また、実態把握の項目に子どもの現在の様子だけでなく、「本人の願い・

保護者の願い・目指す姿」等を記入する欄がある書式もあります。 
「個別教育計画」について作成の手引きで共通理解を図っている学校もあ

ります。学校の書式について、分からないことがあれば教務担当の教員や学
部長等、周囲の人に聞いてみましょう。各学校の書式の意味合いを押さえて
作成していくことが必要です。 
書式の違いはありますが、必要な項目と一定の手順を踏まえて作成するこ

とが大切です。 
 
 

 

Ａ．書式は学校や学部ごとに工夫されています。 

学習指導要領では 
特別支援学校学

習指導要領による
と、指導計画作成
に当たっては、実
態把握に基づき、
長期的及び短期的
な観点から指導目
標を設定し、それ
らを達成するため
に必要な指導内容
を段階的に取り上
げることが示され
ています。あわせ
て、子どもの学習
状況や結果を適切
に評価し、指導計
画や指導の改善に
いかすよう努める
ことが求められて
います。       

〇なぜ、学校によって書式が異なるのか分から
ない。 

〇「個別教育計画」に必要な項目・内容が分か
らない。 

                                 

 

教育課程とは 
学校の教育目標

に向け、子どもた
ちに何を教え、何
を学ばせるか、教
えるべき教育内容
を選択し、総合的
に組織した学校の
教育計画です。              

先生方の声 
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Ａ．必要な項目は、主に次の４点があげられます。 
①実態把握           ②長期目標・短期目標  
③指導計画・内容     ④評価 

  
①実態把握に含まれる内容 

   行動観察＝子どもの今の姿 
子どもの情報（これまでの記録、医療・福祉の情報等） 

   面接や、面談（本人・保護者の考え等） 
   検査数値＝客観的な数値 
②長期目標・短期目標  
  実態を整理し、以下の点を踏まえて設定 

    １．必要性  ２．適時性  ３．達成可能性 
③指導計画・内容  
  目標をどの場面で指導するのか ⇒ 年間指導計画とのつながり 
  指導場面と手立ての明確化 
④評価 

   目標や達成度の適切な評価 
 書式は異っていて

も 
「何をどのよう

に記載するか」が
大切です。 
・「何を」 
→必要な項目を 
・「どう書くのか」
→一定の手順を踏 
 まえ 
期間の中で達成で
きそうな内容を整
理し、精選して記
入します。 
記載された内容

が、教員間で共通
理解しやすく、保
護者や本人が分か
りやすい内容とな
るよう吟味して作
成しましょう。                   

長期目標・短期目
標とは 
長期目標は、1

年間程度、短期目
標は半期又は 1 学
期程度の目標で
す。 
学校によって

は、長期目標を重
点目標とし、子ど
もの全体像から 1
年間の指導で特に
大切な課題を絞っ
て設定していま
す。 

Ａ．一定の手順に沿って作成します。 

修正 

実態把握 
（アセスメント） 

目標の設定 
（方向性を定める） 

総合評価 

指導計画の作成 
（具体的な計画） 

指導の展開 
（日々の記録・評価） 

子どもの現在の状態（課題や習得しているスキル）、子どもや保護者の
ニーズ等、様々な角度から実態把握を行います。その結果から、目標につ
いての方向性を定め、その目標を達成するための具体的な計画を練りま
す。その後、実際に子どもを前にした指導に入り、日々の指導の中で評価
しながら修正を加え、完成させます。最終的には、学期や年度ごとに評価
し、変化や到達度、課題は何かを明らかにします。この評価までが次の学
期や学年の実態把握資料へとつながっていきます。 
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医学的な情報 
身体発育、機能の状態 
視機能、聴機能 
病気・服薬の状況 

 
心理学的な情報 
知的発達の状態 

社会性の発達の状態 
運動機能の発達 

生活環境における情報 
生育歴 
生活の様子 
地域・家庭環境 

 

教育的な情報 
基本的生活習慣 

学習上の配慮事項・学力 
人やものとの関わり 

コミュニケーション等 

 

興味・関心 

 

  Ｑ３ 「個別教育計画」の実態把握で大切な 
視点は何ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここでの「アセスメント」とは「効果的に教育活動を進めるために必要な
基礎的情報を収集し、それらを分析、考察して、教育目標や内容、支援の手
立て等を構想することです。子どもがこれまでの生活の中でどのような体験
をし、成長してきたかを知ることが重要です。内容は生育歴や療育歴、医療
や福祉機関との関わり等、子どもによって異なります。方法は、「個別教育計
画」「個別の支援計画（支援シート）」等の引継資料や、保護者や前任者から
の聞き取り等があります。行動観察では、子どもの発言や行動を日々観察し、
事実を記録します。記録を基に、その行動（発言や表出）がなぜ起こったの
か、要因を検討することが目標設定と手立てにつながります。さらに必要に
応じて校内の自立活動教諭（専門職）に観察を依頼することもできます。 
 

実態把握では 
視力・聴力の検

査や身体測定や体
力測定の結果も実
態把握の一部で
す。      

〇実態把握をする時の視点が分からない。 
〇教員間での見立てのズレをどうしたらよいか 
分からない。 

〇必要な情報を収集し（実態把握）それらを分析、
考察して教育目標や内容、支援の手立てを設定 
することが難しい。                           

自立活動教諭（専
門職）の活用 
県立特別支援学

校には、自立活動
教諭として、看護
師の他、ＰＴ（理
学療法士）、ＯＴ
（作業療法士）、
ＳＴ（言語聴覚
士）、心理職の４
職種が県内の６ブ
ロックに分かれ、
各ブロックごとに
チームとして配置
されています。校
内や地区の専門職
を積極的に活用
し、より専門的な
アセスメントにつ
なげましょう。                

Ａ．的確なアセスメントが「個別教育計画」作成の基本です。 

Ａ．まずは、子どもの得意なところと苦手な部分を捉えます。 

 

先生方の声 
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Ａ．子どもの現在と将来の生活の視点を踏まえた「個別教育
計画」を作成することが大切です。 
 

複数の教員で指導を行うことが多い特別支援学校では、日常的な共通理解
と連携が重要です。個々の教員の経験や知識の違いによる多様な視点での意
見交換から実態把握や目標設定のヒントが得られることもあります。子ども
の課題の捉えが異なることは当然のことで、なぜそう考えたか、何を根拠に
分析したのかを話し合うことが重要です。 
                     

＜学校の実践例から＞ 
標準化された検査には、学校現場で簡便に使用できるものもあります。

『太田のステージ』『ＮＣプログラム』等は知的障害教育部門で多く利用
されています。肢体不自由教育部門では『学習到達度チェックリスト』『学
習習得状況把握表ＧＳＨ』等が用いられています。他にも新版Ｓ-Ｍ社会
生活能力検査や『ＭＥＰＡ-ⅡＲ』（ムーブメント教育・療育プログラム）
等があります。周囲の教員に相談してみましょう。           

Ａ．複数の教員で子どもの情報を出し合い、整理します。 
多様な視点で子どもたちの状態像を捉え、整理・分析 
の経過が見立てにつながります。 

保護者から家庭生活や地域生活の状況を聞いてみましょう。現在の課題や
様子から、今育てたい力が明確になるかもしれません。子どもの将来像につ
いて一緒に話し合ってみることも大切です。 

例：学習に取り
組めない 

Ａ先生 
「課題が難しい」から 

Ｂ先生 
「何をするのか
分からない」から 

Ｃ先生 
「学習意欲が低い」から 

見立てが異なると
目標・指導内容等

が異なる 

アセスメントにゴ
ールはない?! 
子どもは日々成

長し、変化してい
きます。そのため
継続したアセスメ
ントが必要です。
年度当初のアセス
メントと継続的な
アセスメントの意
味合いは異なりま
すが、実態に合わ
せた授業づくりに
つながることに変
わりはありませ
ん。                      

標準化された発達
検査等には 
ＷＩＳＣ－Ⅳや

Ｋ－ＡＢＣ、ビネ
ー式等の認知発達
の状態を測定する
ものの以外に、社
会性や視知覚等の
検査等様々です。                      
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  Ｑ４ 「個別教育計画」の指導目標を設定する 
際の大切な視点は何ですか？ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実態把握で得られた情報を整理し、チームの教員で大まかな目標（長期目
標）の方向性を決めます。目標は学習の過程について言及するのではなく、
一連の学習を終えた段階で予測される成果・結果について考え、子どもの目
指す姿をイメージします。 

 

Ａ．子どもの視点に立って設定することが大切です。 

Ａ．優先順位は本人のニーズや生活年齢、日常生活の様子か
ら考えましょう。 

「豊かな生活」や
「自立」とは？ 
身の回りのこと

全てを自分で行
い、職業生活を送
ることが「自立」
ではありません。
他者の援助を受け
ながらも、自分ら
しい人生を送るこ
とが本人にとって
の「豊かな生活」
や「自立」につな
がります。そのた
めに今、身に付け
る力を考え、目標
を設定します。                  

〇指導目標が多くなってしまう。 
〇優先順位が分からない。 
〇長期目標と短期目標をどのように設定したら 
よいのか分からない。 

〇将来の姿や生活を見据えた指導目標を設定す 
ることが難しい。 

 
                                 

先生方の声 

Ａ．子どもの豊かな生活や将来像をイメージし、今、必要な
力や育てたい力を考えます。 

ポイントは次の５点です。 
①子ども本人と家族のニーズを考慮する 
②日常生活・社会自立を考慮する 
③他の教科や場面との関連性を考慮する 
④次につながる目標を設定する 
⑤目標について本人や保護者、周囲の教員と話し合う 

保護者の願いや生活環境を踏まえ、子どもの全体像を捉えます。１年後の
姿を思い描き、長期目標を設定します。その力を各授業場面でどのように育
んでいくか、半年後や数か月後をイメージしながら具体的な短期目標を設定
します。多くの目標を設定せずに、重点を持たせたり、精選したりする視点
が大切です。 
 

目標設定の際は 
 「こんなことがし
たい、こうなりた
い」という本人の思
いや願いが反映さ
れていることや、そ
の思いをどう育て
ていくのかという
支援の観点が盛り
込まれていること
が重要です。                  
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現在の姿 

少し先の姿 

将来の姿 

小学部低学年の子どもたちの高等部卒業後の姿をイメージすることが難し
い場合は、現在利用しているサービスの状況や家庭での手伝い等の様子を聞
き取ることから始めましょう。将来像を考えるきっかけになることがあるか
もしれません。各年齢段階で将来の生活に必要な基本行動は何かを考えます。
また、進路支援担当教員や高等部の教員に、進路先や卒業後の生活について、
話を聞いてみましょう。地域支援や進路担当の教員は、地域の社会資源や福
祉サービス等に関する情報を多く持っていると思われます。 

Ａ．まずは現在の家庭や地域生活の様子から、少し先の姿を
考えてみましょう。 

家庭での生活？ 
施設等の利用？ 

どんな力が必要？ 

家族の支援
が中心 

 
家族以外の支援を
受け入れる 

交通の利用は？ 
困ったら助けを呼べる？ 

コミュニケーション
の力は？ 

 
まずは教員との関わり
を充実させよう 

将来を視野に入れ
た基本行動   
①生活面：生活リ
ズムの確立、身辺
自立等 
②社会スキル：挨
拶、返事、社会的
マナーや他者との
関わり等 
③態度：意欲、自
分の役割や「働く」
意味の理解等 
障害の有無や程

度に関係なく、誰
にとっても社会生
活に必要なもので
す。               自立生活・ 

就労希望？ 
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  Ｑ５ 「個別教育計画」の指導内容を 
選定する際の大切な視点は何ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

将来の生活像をイメージすることが難しい場合は、家庭生活や地域生活の
様子から必要な力を考えてみてもよいでしょう。課題の順序性や系統性から
今行うべき内容を考えることも重要です。 
 

Ａ．子どもの課題面にばかり捉われず、強みや得意なことを
いかした学習内容を考えましょう。 

意欲を育む指導の
難しさ 
社会生活・職業

生活に必要な力を
身に付ける指導方
法は多くありま
す。指導により知
識や技能を身に付
けても「やってみ
よう」という意欲
が育まれていなけ
れば、「生きる力」
につながりませ
ん。得意分野や興
味・関心をいかし、
意欲を育む学習内
容を設定すること
が大切です。                

〇各ライフステージや学部間等のつながりを踏ま
えた指導内容の選定が難しい。 

〇目先の課題に捉われてしまう。 
〇取り組むべき指導内容が分からない。                                

Ａ．現在の課題を達成することと、将来の生活へのつながり
を考えてみましょう。 

苦手なこと・困難なことを補うだけでなく、強みをいかしながら弱さを補
っていく指導や支援が大切です。子どもの興味・関心や得意な力を十分に発
揮できる学習が課題の解決に向かうこともあるでしょう。苦手な課題に取り
組ませることの繰り返しは意欲の低下にもつながりかねません。 

弱いところを補うのか 

得意なところを伸ばす 
全体の引き上げにつながる 

 

現在の姿から将来
像をイメージする
こと 
子どもたち一人

ひとりの障害の状
態や経験、将来の
生活課題等に基づ
く指導内容を設定
し、子ども自身が
見通しを持って学
習活動に参加でき
るようにしましょ
う。                

先生方の声 
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Ａ．子どもの生活の質が向上するために必要な力は何かを考
えてみましょう。 

現在子ども自身が発揮している力は他の学習場面や他の支援者と一緒に活
動する場面でも発揮できるのか、環境が整わなければ難しいのか、周囲の教
員や保護者と話し合ってみましょう。 

＜学校の実践例から＞ 
E特別支援学校※分教室では、「マイゴール」として生徒自身

の目標をシートにして１週間の取組を振り返っています。この
ような取組を行うことで、生徒自身が「なぜ、取り組まなけれ
ばいけないのか」「自己の強みと弱みに気付く」「未来への目標
を見いだす」等の成長が見られました。また、シートにするこ
とで、生徒と教員で目標と学習過程のすり合わせの材料にもな
り、関連する学習内容の精選にもつながります。                         

個別の学習で 
習得した内容 

個別の学習で次の 
段階の課題を習得 

他の学習 
場面で活用 

家庭で
活用 

生活の質の向上には、積み上げていく視点と広げていく視点が必要です。
生活年齢や発達段階に応じて、今行うべき指導内容の精選を行いましょう。 
 
生活に結び付く具体的な活動を学習活動の中心に据えるとともに、より実

際的な状況下での指導を充実させるため、学校生活全般の見直しと再構築を
行います。特に行事の精選や日課の見直し、学習環境の構造化等により、学
校生活を子どもたちにとって分かりやすいものに組み立て直すことが重要で
す。興味・関心を大切にした多様な経験を通じて生活の質の向上を図ること
や、成功体験の積み重ねの中で子どもたちが自発的に学習に取り組むよう促
していくことも重要です。一人ひとりに集団及び社会の中で役割を果たすこ
との充実感を存分に味わわせ、自尊感情を高めることに配慮しましょう。 

指導内容の精選   
高等部や分教室

では、限られた期
間で社会に送り出
すために何が必要
か、指導内容を精
選することが必要
になります。キャ
リア教育の視点が
叫ばれて久しいで
すが、「働くこと」
だけではなく、「働
き続けるために」
の視点が重要で
す。              

他学部の学習内容
について知る 
特別支援学校に

は、複数の学部・
部門を設置してい
る学校が多くあり
ます。校内の他学
部・他部門の授業
内容を参観するこ
とも、生活年齢や
発達段階、障害種
に応じた指導内容
の参考になりま
す。               

※学校名のアルファベットは、平成 27 年度研究集録第 35 集と連動しています。     
そちらもあわせて御覧ください。 
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  Ｑ６ 「個別の支援計画」を「個別教育計画」に 
どのようにつなげていけばよいですか？ 

 
 
  

支援シートⅠで立てられた生活全体の計画に沿って、支援シートⅡの各関
係機関で役割分担を行い、それらを基に学校における教育を計画していくこ
とが大切です。 

Ａ．「個別の支援計画（「支援シートⅠ・Ⅱ」等）」の内容
を踏まえて「個別教育計画」を作成していくことが大切
です。 

先生方の声 

Ａ．「個別の支援計画」は、継続的な支援を行うために各機
関をつなぐためのツールです。 

医
療 

福
祉 

保
健 

労
働 

社
会 

大 

高 

中 

小 

幼
保 

 支援シートⅡ 
機関連携 

 支援シートⅠ 
機関がつながる 

成長の過程をたどる 

 
○「個別の支援計画」を作成しているが、「個別教
育計画」とうまくつながっていない。 

○つなげ方が分からない。 

 

                                 「支援シートⅠ」
とは 
各場面において

「これまでの取
組」「これまでの
取組の評価」「こ
れからの計画」に
ついて記入するも
のです。 

 
「支援シートⅡ」
とは 
 所属機関と他機
関の役割分担と支
援内容を記入する
ものです。                
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Ａ．学校の教育活動の充実のためには、支援シートの活用を
図り、地域のネットワークの構築が大切です。 

 
「個別の支援計画」は、子どもたち一人ひとりの生活全体を支える計画で

す。子どもたちの生活は、家庭生活、学校生活、地域生活があり、これらは
相互に関連しています。それぞれの生活を充実させるには、関係者・機関の
ネットワークが大切です。学校生活を充実させるうえで、まずは家庭生活や
地域生活を充実させていくことが必要なこともあります。家庭での一日の様
子、どんな機関とつながっているのか等、保護者から情報を得、必要により
支援会議等を開いて地域資源の開拓をしていくことも必要です。 

支援シート作成の
目安 
支援シートは 3

年のサイクルを目
安に作成します
が、支援の状況に
応じて適宜、修正
していくことが大
切です。 
発達の状況や状

態の変化等をしっ
かり捉え、1 年で
作り直すというこ
とも考えられま
す。支援シートの
変更に伴い、「個
別教育計画」の目
標も見直し、状況
に応じたものに変
えていきましょ
う。 

＜学校の実践例から＞ 
「個別の支援計画（支援シート）」を踏まえて「個別教育計画」が作成

できるよう、「個別の支援計画（支援シート）」のこれからの学校の取組
の項目について、「個別教育計画」の書式欄に反映できるように書式を工
夫している取組があります。 

Ａ．支援シートで立てた計画をスモールステップに分けて 
「個別教育計画」を作成します。 

支援シートⅠは成長の節目である３年のサイクルを目安に作成します。そ
れまでの取組の評価等を参考にこれからの計画を作成します。その計画を達
成するために「個別教育計画」では１年間で達成できる長期目標や前期・後
期の短期目標を設定します。 

支援シートで立てた計画
をいくつかの要素に分け
て１年間で達成可能な目
標（長期目標）、前・後期
で達成可能な短期目標に
落とし込みます。 

 

作品制作の色や 
素材を自分で選ぶ 

自分から意思
表示をする場
面を増やす 

選択する 
場面を増やす 

お代わりを 
要求する トイレカードで 

知らせる 
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  Ｑ７ 「個別教育計画」の作成に時間がかかっ 
てしまいます。効率化を図るにはどう 
したらよいですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 個別教育計画作成
における効率化 
「個別教育計

画」は子どもたち
一人ひとりの実態
に即して、自立や
社会参加に向けて
必要な指導目標や
指導内容・手立て
を明確にしたもの
です。 
作成に当たって

は、関わる教員や
保護者、本人で話
合いを行い、共通
理解を図ることが
必要です。 
指導の充実につ

ながるよう丁寧に
話合いを重ね作成
する視点は大切で
すが、一方で作成
することに時間が
かかり、共通理解
までに至らないの
では本末転倒で
す。 
必要な情報を分

かりやすく簡便に
記述する視点も大
切です。 

○「個別教育計画」作成の基礎的な知識やスキル
が身に付いていないと作成に時間がかかる。 

○作成することに時間がかかり、授業場面での 
検討が十分に行われていない。 

                                

先生方の声 

前期の評価をしたら前期が終了ではありません。子どもの成長、私たちの
実践は継続しています。前期の評価と後期の指導は継続して考え、目標や指
導計画を考えます。 
「前期の目標は達成できましたか？」指導内容や手立て、前期の評価を基

に、後期の目標や指導内容を検討しましょう。 
後期の評価や年間の評価は、次年度の前期の目標や指導内容につなげてい

きましょう。 

 

 

Ａ．計画的に話し合い日の設定や役割分担等を行いましょ
う。 
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Ａ．長期目標と短期目標との位置付けを明確にし、系統的な
目標立てを行いましょう。 

長期目標は、１年くらいのスパンで立てる目標です。長期目標をいきなり
詳細に立てることは難しいことです。そのため、長期目標は「大まかな方向
性を定める」という位置付けで立てましょう。その上で、短期目標は長期目
標をより具体化したものを、端的に表して立てましょう。 

例）     長期目標    

             

 

短期目標 

 

 

このように、大まかな目標から、少しずつ具体的な目標に絞っていくと目
標も立てやすくなります。また、その際、目標は必ず評価ができるような内
容にしましょう。 

A．計画―実践―評価―改善の個別教育計画のシステムの中
で、既存のツールを関連付けて活用していきましょう。 

個別教育計画作成に際しては、各ツールを関連させ、活用することが大切
です。それにより、支援の一貫性や作業の効率化が期待できます。 

 
作成の流れ 活用が予想されるツール 

実態把握 健康診断の記録、連絡帳、面談の記録、アセスメント記録、
個別教育計画（前年度、前期など） 

目標設定 支援シートⅠ、個別教育計画（前年度、前期、実態把握表） 

具体的な手立て 年間指導計画、日々の実践の評価 

 

就労に向け、適切なコミュニ
ケーションを身に付ける 

自分から 
挨拶を行う 

語尾を「です」
「ます」で 
表現する 

分からない時
に「教えてくだ
さい」と言う 

評価につながる目
標設定 
授業者や参観

者、誰が見ても
個々の児童・生徒
の目標が明確であ
れば、的確な評価
にもつながりま
す。そのために具
体的な目標の設定
が重要です。 
「～を楽しむ」

では、いつ、何を、
どのように楽しむ
かが分からず、主
観的な評価になり
がちです。「登場
人物が出てくると
教員に目を向けて
笑う」等、学ぶ姿
を想定できる目標
設定を心がけまし
ょう。 
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Ｑ１ 「個別教育計画」はどのように活用する 
ことが大切ですか？ 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜個別教育計画活用のイメージ図＞ 

 

Ａ．授業や指導の基となるものです。教員間・保護者との連
携のツールになります。 

個々に応じたレシ
ピ 
特別支援学校で

は、子どものニー
ズに対応したオー
ダーメイドの指導
内容を設定するこ
とが重要になりま
す。しかし、経験
の少ない先生にと
っては「何をして
よいか分からな
い」につながりか
ねません。「個別
教育計画」はその
児童・生徒に提供
する指導内容を明
確にしたレシピと
考えることもでき
ます。 

〇「個別教育計画」は作成しているが、十分な活用
にはつながっていない。 

〇どのように活用したらいいのか分からない。 
                               

 

先生方の声 
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         ×            ＝ 
          
 
 
 
 
  

Ａ．「個別教育計画」を活用して「Aさんが有意義な生活を
送るにはどうしたらいいのか」を関わる人たちで考えて
いきましょう。 

「個別教育計画」は作るためだけの計画でも評価するためだけの計画でも
ありません。「生き生きとした自分らしい充実した生活を送るために」何が大
切か、一緒に考えていくことでそれぞれの役割が明確になります。その過程
を通して、児童・生徒の現在の姿と目指す将来の姿がはっきりしてくるでし
ょう。 

「個別教育計画」は今までの学習履歴や学習の経過を知るための重要な資
料です。年度末の多忙な中で引き継ぎ資料を作成し、４月には新しい児童・
生徒の実態把握をしながら指導を行いますが、過去の「個別教育計画」を見
れば分かることも多くあります。どのようなことが目標として設定されてい
たか、どのような学習を行ったか、手立ては、結果は。新年度にその指導内
容を行ってみることから始めてみましょう。「担任が変わると一から同じこと
を繰り返し、実態把握に時間が費やされ、目標達成のための指導につながら
ない」といったことは少なくなるはずです。引き継いだ教員が同じ教材で、
同じ手立てで指導しても同じ結果が得られるとは限りません。その違いはど
こから生じるのか、どうすれば人や場面に般化するのかを考えることが大切
です。 

児童・生徒 教材・指導内容 目標達成 

手立て・環境 

 

結果の分析が大切 
「個別教育計

画」を学習内容の
レシピと考える
と、同じ材料で同
じように行ったか
ら、同じ結果が得
られるというわけ
にはいかないこと
が分かります。大
切なことは、なぜ
結果が異なったか
を明確にすること
です。 
周囲の教員や保

護者から情報を得
てその違いを見極
めることが、個人
に適した「合理的
配慮」を考えるき
っかけにもつなが
ります。 

将来の生活に必要な 
合理的配慮は何か 

将来の生活のイメージは 



17 

 

  Ｑ２ 「個別教育計画」を活用していく際の 
大切なポイントは何ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

＜活用のポイント図＞ 

 

Ａ．活用を図ることで様々な効果が得られます。 

〇活用していく上で大切になるポイントが 
分からない。                                 

言葉や文字にする
大切さ 
子どもの実態や

指導の手立て等
は、慣れてくると
頭の中で整理する
だけで行うことが
可能かもしれませ
ん。その取組を言
葉によって整理し
たり、文字に起こ
したりすることは
一手間かかること
でしょう。しかし、
今の取組を他の教
員や本人、保護者
と共有し、的確な
指導として継続す
るためには大切な
作業となります。 

◆
個
別
教
育
計
画
を
日
常
の
指
導
に
つ
な
げ
る 

 

個別教育計画 各授業 

 

作成 

評価 

 

授業 

評価 

・客観的な 
実態把握 

・将来の見通
しの共有 

・個別教育計 
画の指導目
標との関連
付け 

・個々の目標
や支援の手
立ての明確
化 ・課題設定や

具体的な手
立ての評価 
・指導体制や
指導内容の
見直し 

・評価の観点
の明確化 
・チームでの
評価 

本人・ 
保護者
の参画 

 

学校組織 

◆
個
別
教
育
計
画
の
活
用
を
組
織
で
支
え
る
仕
組
み 

 

教員 教員 

日常的なコミュニケーション 

・計画的な時間設定、効果的な会議の持ち方 

・専門職等の活用 

・計画から授業へつなげる手続きの明確化 

・学部間のつながりの明確化（教育課程） 

・個別教育計画作成や教育課程についての研修 

先生方の声 
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Ａ．ポイントとして次の点が挙げられます。 

①日常の指導の中で目標、評価、授業改善を意識して取り組む仕組みづくり 
②「個別教育計画」の活用を組織で支える仕組みづくり 
③本人や保護者の参画の重要性 
                     

＜活用を組織で支える仕組み＞ 
「個別教育計画」の作成・評価に多くの時間が費やされるため、活用

にまで力が回らないということがあるのではないでしょうか。「個別教
育計画」の授業での活用と教員間の連携に、学校全体で取り組んでいる
例を紹介します。 

D特別支援学校※では、作成時、評価時のほかに「個別教育計画」の
見直し日」を年間６回設定しました。「見直し日」には、学年やクラス
単位で「指導目標と授業での様子は見合っていたのか」「Ｘ先生と活動
した時は○○だったけど、Ｙ先生とはどうだったのか」「他の場面では
どのように指導しようか」等の検討が行われています。時には担任以外
の教員（総括教諭や専門職等）も参加して、話合いが行われます。日々
の業務に追われ、じっくりと児童・生徒のことを話し合う時間を持つこ
とが難しい中でも、はじめから日程に組み込まれていることで担任以外
の教員へ参加を呼び掛けやすくなります。新１年生については、複数の
教員の見直しへの参加や、学年を越えた集団学習における打合せを行う
等、運用の仕方によって活用はさらに深まります。 

Ａ．様々な効果が期待されます。 

組織としての授業改善につながる 

目指す将来の姿が明確になり、指導・支援の見通しが持てる 

学年・学部間のつながりが分かる 

作成と活用 
目の前の子ども

に対して、どんな目
標を立てたらよい
でしょうか。初めて
会った子どもの計
画を短期間で作成
することは難しい
ですよね。そんな時
は！昨年までの「個
別教育計画」を見直
してみましょう。 
これまでの取組

を踏まえて、次の目
標を考えることで、
子どもの学びの積
み重ねにつながり
ます。 

※学校名のアルファベットは、平成 27年度研究集録第 35集と連動しています。 
そちらもあわせて御覧ください。 



19 

   

  Ｑ３ 「個別教育計画」を授業で活用していく 
ためにはどうしたらよいですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

      

 

  「個別教育計画」は目標や指導内容、手立てなどを作成したら、おしまい
ではありません。計画した内容を意識して、授業一コマでの目標を考えたり、
指導を行ったりすることで「個別教育計画」がいきてきます。 
 そのために、授業や指導に関わる教員全員で、個々の子どもの目標や手立
てを共有し、意識して実践することが大切です。 

                                             

Ａ．「個別教育計画」で設定した指導目標(長期・短期目標)
を日ごろの授業や指導場面と関連付け、具体的な指導目
標を設定することが大切です。 

チームでの共有 
 一人で指導をす
るわけではありま
せん。チームで連携
して指導するため
にも、「個別教育計
画」を基に情報共有
を行い、授業や指
導・支援を考えまし
ょう。                  

〇「個別教育計画」で設定した指導目標(長期・
短期等)や内容が日々の授業に結び付かない。 

〇集団の目標や内容ありきになってしまう。 

 

 

 

                                 

Ａ．読み合わせの時間を設定し、「個別教育計画」をチーム
で共有しましよう。 

「個別教育計画」を、担任間で分担して作成する場合でも、複数の教員で
作成する場合でも、作成後に読み合わせを行いましょう。 
 読み合わせは、誤字脱字のチェックや内容のチェックだけではありません。
一人ひとりの子どもの実態・目標・指導内容等を共通理解し、また指導方針
を検討、確認することで、授業や生活場面での一貫した指導につながります。 

                                             

授業で活用する工夫のポイント 

授業内容との 
すり合わせ 

教員間の 
共通理解 

目標や手立て
の視覚化 

先生方の声 
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＜学校の実践例から＞ 
○個別教育計画の目標を授業へつなげるために 

Ｃ特別支援学校※では、個々の児童・生徒の個別教育計画の目標と授
業の目標を関連付けるフレームを指導略案の裏へ示すことで、指導目標
から評価までの流れを明確にしようとしました。視覚化することで、チ
ームでの共有を目指すとともに授業改善の手立てとしました。 

Ａ．授業内容を考える際に、「個別教育計画」とすり合わせ
ましょう。 

 年間指導計画や授業内容を考える際は、児童・生徒一人ひとりの「個別教
育計画」の目標を意識しながら考えます。 
 また集団授業を行う際は、「個別教育計画」に掲げた一人ひとりの目標から、
授業における個々の目標を設定します。事前にチームで共有しておくことで、
ねらいに沿った学びを提供することができます。 

 

                                             

Ａ．集団での授業では、事前の打合せがポイントです。 
 限られた勤務時間の中で、新たな時間を捻出するのは至難の技です。しか
し、「時間がないから」とあきらめていては、良い授業につながりません。 
例えば、①打合せのための時間設定を行う(例：15分で) 
    ②ポイント（例：授業のねらい）を共有する等    

 効率的な打合せを心がけましょう。個別のねらいを共有する方法として、 
サブティーチャーによる指導略案への補足記述や、オン・ザ・フライミーテ
ィングを行い、教員間で共有する時間を設けることが大切です。 
  Ａ．「個別教育計画」の目標と手立てを授業の中で実践して

いくことが大切です。 
メインティーチャーが授業を構想したら授業担当者同士での共有が大切で

す。そのために、個々の児童・生徒の目標や手立てを視覚化すると取り組み
やすくなります。指導略案(裏面)に「個別教育計画」の目標や本時の目標と
手立て、また取組の評価や次回への振り返り等を記入できる欄があると、そ
の時間の指導が明確化されます。記録としても残るので、授業改善や評価に
も活用できます。 
                                             

個別教育計画を授業で活用することで 
指導の目標や手立てがより明確になります 

適切な指導内容や教材・教具の活用につながります 

ＴＴの連携     
授業においては

メインティーチャ
ー（ＭＴ）と、サ
ブティーチャー
（ＳＴ）の連携は
欠かせません。日
頃からお互いの意
見を言い合い、聞
き合える関係を築
くことで、より良
い授業づくり、授
業改善につながり
ます。            

※学校名のアルファベットは、平成 27年度研究集録第 35集と連動しています。 
そちらもあわせて御覧ください。 
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  Ｑ４ 「個別教育計画」を評価し、見直しや 
修正にいかすためにはどうしたらよい 
ですか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「個別教育計画」で設定した指導目標と指導内容に対して評価をします。 
・指導目標はどのような目標ですか？ 
・指導内容はどのような内容ですか？ 
 
 日々の指導の場面でも意識して指導を行い、日々の評価や振り返りが大切
になります。また、適切な指導につながり、「個別教育計画」の評価にもつな
がります。 

Ａ．まずは評価の視点をおさえましょう。 

実態と目標が合っ
ていない可能性も     
実践がうまくい

かない時は、再度
計画の内容とすり
合わせをしましょ
う。 
個別教育計画は

見直しや、修正す
ることが可能で
す。                 

 

評価を適切に行う
ために 
目標設定と指導

内容、具体的な手立
ての設定が重要で
す。           

〇課題設定や具体的な手立てが記載されておらず、
支援の方法の評価をしていない。 

〇評価の視点が曖昧で、次の指導に向けた改善につ
ながらない。 

                                 

Ａ．次につながる評価をすることが大切です。 
 評価のポイントは 

 

 

目標の達成度を  
評価する  
 
【子どもに対して】 

 

指導内容や方法を 
評価する 

 
  【教員の「支援の手立て

や方法」に対して】 

 

両方が必要です 
うまくいかなかったことは 

「個別教育計画」の目標や内容を見直しましょう 
うまく達成できたことは 

次のステップの目標や内容につなげましょう 

「個別教育計画」における学習の評価を、授業改善(指導目標、指導内
容、支援の手立ての見直しや、支援体制の検討等)にも活用します。 

達成状況を確認 

先生方の声 
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個別の 
指導内容 

個別の 
手立て 

Ａ．「個別教育計画」の評価を、本人や保護者に通知する評
価としても活用します。 

 

評価から次の目標
を 
 評価は、次の目
標や指導内容につ
ながります。評価
結果を基に次の目
標や指導内容を考
えるので、前期と
後期の内容が全く
同じになることは
ありません。             

＜学校の実践例から＞ 
○「個別教育計画」の見直し日の設定 

年度始めに計画した目標が、児童・生徒の実態に合っているか、個別
教育計画の内容を定期的に見直すことで、より実態に合った的確な授業
や個に応じた目標設定が行えます。 
的確な評価とそれを授業改善につなげる案として、 

月に１回、単元ごとに１回 等の見直し日を設定することで 
授業を定期的に評価することができました。改善点を見出し、次の授業
につなげるため、評価を積み重ねていくことが大切です。 

 目標や指導内容に対する評価を、本人や保護者とも共有します。日々の学
習の評価(連絡帳や面談でのやり取り等)とも関連させながら、半期ごとや年
間の評価を共有します。 
 また、その取組と評価を基に、次の目標や指導内容に関する意見を聞き取
り、次の「個別教育計画」の目標や指導内容の検討につなげましょう。 組織で支える仕組

みづくり 
年間計画の中に、

個別教育計画の見
直し日を適期に位
置付ける等、組織的
な取組が有効です。 
また、クラスで話

合いを行う際に、担
任以外のオブザー
バー的な役割を持
った存在が加わる
ことも視点の広が
りや深まりが期待
できます。 

Ａ．授業の振り返りが「個別教育計画」の見直しにつながり
ます 

 

 日々の授業の振り返りは、「個別教育計画」の評価や見直し、修正にもつな
がります。授業実践後に個別の「指導目標・指導内容・手立て」を振り返る
機会をつくるようにします。この段階で、「個別教育計画」で設定した目標や
指導内容とずれを感じた場合は、チームで再検討し、保護者の承諾を得て、
「個別教育計画」をより実態に即したものへ修正していきます。 
 
 
 
 

「個別教育計画」の再検討 

個別の 
指導目標 

振り返り 

授業 
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  Ｑ５ 「個別教育計画」を活用して教員間の連
携を図っていくためには、どのような工
夫がありますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「個別教育計画」の作成に当たり、指導に関わる複数の教員で実態、目標、
手立てを検討することが大切です。複数の目で捉えることで実態把握に客観
性が生まれ、目標がより具体的に、手立てが明確になります。自分だけでは
考えつかなかった手立てや、授業実践につながるアイデア、視点が見つかる
はずです。 

Ａ．指導に関わる教員で児童・生徒の様子と「個別教育計画」
を検討する機会を持ちましょう。 

 

Ａ．「個別教育計画」を担当教員のみで作成するのではなく、
授業の記録や評価を基に複数の教員で作成しましょう。 

共有する視点で 
検討日が目標や

指導内容を読み合
わせるだけの時間
になっていません
か。複数の教員で
実態の捉えを検討
し合い、個々のニ
ーズに合った目標
になっているか、
その妥当性を確か
める場にしましょ
う。検討する際は、
教員間で共有する
視点を持ちましょ
う。   

〇担当の教員に指導が任される。 
〇児童・生徒の実態を共有しにくい。 
〇個別教育計画の目標や必要な手立てについて、
共通理解が難しい。 

〇役割を意識していない。 
                                 

評価に客観性を持たせたり、児童・生徒の学びを多角的に理解したりする
ために、指導に関わった複数の教員で検討することが必要です。児童・生徒
の学習状況は教科や場面、関わっている教員によって異なることがありま
す。その違いが起こる要因を分析していくことで、評価の客観性が高まるだ
けではなく、児童・生徒が自分の力を「いつでも」「どこでも」発揮できる
ようにするための工夫が見つかるかもしれません。 

先生方の声 
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できるだけ学校の専門職の先生に「個別教育計画」の作成に参加してもら
いましょう。授業の様子を見てもらったり、教材・教具や支援の助言を受け
たりすることで、自立活動を踏まえた授業の実践につながります。医療や健
康状態については、看護師や養護教諭の視点も必要です。専門職や支援連携
の担当教員の参加が時間的に難しい場合には、個人情報の管理に留意し、個
別教育計画を閲覧できるようにして、意見やアイデアを聞き取ることができ
るようにしている学校もあります。 

協働の視点 
体調・健康管理

には規則正しい生
活が大切です。偏
食指導や体重管理
については、栄養
教諭や養護教諭と
連携して指導する
ことで、日常的に
指導の効果が高ま
ります。 
医療ケア等を必

要としている児
童・生徒はケアを
必要とする時間だ
けではなく一日を
通して看護師と情
報を共有していく
ことが不可欠で
す。               

＜手元の課題に集中することが難しい児童・生徒への支援＞ 
担任の取組と困り感 
「衣服の着脱や課題への取組に時間がかかる」 
OTによるアセスメントと仮説 
「刺激反応への応答性と選択的注意の課題がある。刺激を減らし注目で
きる教材は？」 
授業での実践 
「環境や教材を限定し、色や持つ位置の支援で注目しやすい工夫を」 
結果 
「ジッパーやボタンの取組が容易になり、時間がかかって不機嫌になる
ことが減った」                 

Ａ．相談や進路担当、専門職（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ、心理職）、
や看護師、養護教諭にも意見を聞いてみましょう。 

Ａ．連携を図ると次のような効果が期待されます。 

実態、目標、指導内容、手立てを共有して指導にあたることができる 

評価を複数の目で検討することができる 

次の目標や指導の検討につながる 

いつ、どこで、だれが指導するのか役割分担が明確になる 

指導や手立てがクラスと学年の児童・生徒の指導にいかされる 
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  Ｑ６ 「個別教育計画」を活用して保護者との
連携を図っていくためにはどのような工
夫がありますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

学校と家庭において児童・生徒の見せる様子が異なる場合は、教員と保護
者の間で実態の捉えにずれが生じることもあります。児童・生徒の実態の共
有や捉えにずれが生じる要因を確認することが必要です。そのためには、保
護者との日常的な情報共有が大切です。引継ぎ資料、地域生活での様子の聞
き取り等から、児童・生徒の課題や将来像を共有していきます。 

Ａ．保護者から児童・生徒の実態や課題等、必要な情報を丁
寧に聞き取ることが必要です。 

Ａ．保護者と教員の間で、児童・生徒の将来像について共有
し、指導に当たることが大切です。 

ケースに応じた情
報収集 
様々な事情で親

元を離れて生活す
る児童・生徒の保
護者との連絡手段
については、入所
施設や児童相談所
等との連携が欠か
せません。家庭状
況により、個別の
対応が必要な場合
もあります。校内
での情報共有を密
にしながら、外部
機関と連携して行
いましょう。 

〇保護者の思いを十分に聞き取っていない。 
〇実態把握や見立て、将来像のずれがある。 
〇日々の授業の取組が十分に伝わっていない。 
〇話す機会が少ない、確保しづらい。 

                                 

情報が共有されないまま、各々の指導が異なると、児童・生徒の混乱を招
きかねません。将来像のイメージが難しい場合には、少し年長の児童・生徒
の様子や卒業した先輩の働く姿を保護者と一緒に見学する機会をつくること
も一つの方法です。実際の様子を見ることで、イメージが具体化され、連携
のきっかけになるでしょう。育てたい力に向けて、学校、家庭とそれぞれが
取り組む役割について話し合うことも大切です。 

先生方の声 
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家庭の状況によっては、学校からの連絡に即対応することが難しい場合も
あります。電話や連絡帳では連絡が取りづらい家庭に対しては、メールやFAX
等の手段も有効です。用件によっては誤解を生じさせないために、直接話し
た方がよいこともあります。 

                     

家庭とのやり取り 
家庭の都合によ

り、教員が自宅や
携帯の電話から連
絡する必要がある
場合は緊急連絡先
一覧及び、電話番
号やメールアドレ
スの取扱いに細心
の注意を払いまし
ょう。 
必ず、管理職の

先生と事前に確認
し、学校のルール
に則って連絡を取
り合うようにしま
す。 

＜連絡帳を活用した取組の事例＞ 
既存の連絡帳の中に、「個別教育計画」の目標２～３項目を目に留まる

形ではさむことで、毎日目標を見ながら記入できるようにしました。学校
と家庭双方で「個別教育計画」の目標を意識し、目標に関する子どもの姿
を連絡帳で共有しました。 
また連絡帳でのやり取りの変化を記録することで、評価や次の目標設定

にもつながりました。子 
どもの成長記録にもなり、 
教員と保護者が様子を常 
に共有しながら、連携を 
より深めることができま 
した。                    

Ａ．学級通信や連絡帳での伝達では、写真や教材を提示して
分かりやすく伝えましょう。 

Ａ．家庭の状況により、情報共有や連絡手段を工夫しましょ
う。 

学校で用いられている専門用語では伝わりづらいことがあるかもしれませ
ん。今取り組んでいる課題がどのような力を育んでいるか、写真や具体物を
交えて分かりやすく説明することで、見立てや将来像の共有につながります。
また、外国につながりのある児童・生徒も増えています。相手の立場に立っ
た情報の提示が重要です。 

Ａ．連携を図ると次のような効果が期待されます。 

家庭においても、課題に対する共通した取組が行える 

学校と家庭の両方で指導するため、力の定着と般化が期待される 

児童・生徒の成長が目に見えることで保護者の協力がさらに高まる 

  

平成 27年度長期研究員 
研究報告より 
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  Ｑ７ 「個別教育計画」を活用して本人の主体
的な学びを支える（本人参加）ためには、
どのような工夫がありますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

家庭訪問や面談、進路学習等の機会を通じて、本人及び保護者の「将来の
夢」や「願い」を聴き取りましょう。また、表出の弱さや理解に難しさのあ
る児童・生徒に対しては、保護者からの情報や引継ぎ資料を基にチームでの
的確な実態把握を行い「自立と社会参加」を見据え、本人の将来像や必要な
力を見立てることが重要です。 

Ａ．児童・生徒一人ひとりの「将来の夢」や「願い」等を聴
き取り、「個別教育計画」の中に具体的な目標と指導内
容を設定します 

本人・保護者の参
画 
表出の少ない児

童・生徒に対して
は、実態把握を行
う中で、本人の興
味・関心や、得意・
不得意、将来に必
要な力等を見立
て、関わる支援者
間で共有しましょ
う。また、個別教
育計画作成の際
は、主体者である
本人及び保護者と
の合意の上、進め
ることが重要で
す。 

〇児童・生徒の表出の弱さや理解の程度により、本人
の思いや願いを把握しづらい。 

〇授業での学習目標や評価方法を児童・生徒自身が分
かるように知らせていくことが難しい。 

〇いつ、どこで本人の参画を図ったらよいか分からな
い。 

                               

Ａ．児童・生徒の「将来の夢」や「願い」を基に、現在の実
態と課題を明確にし、「個別教育計画」の目標に反映さ
せることが重要です。 

児童・生徒の「将来の夢」や「願い」の聴き取りを基に、これから身に付
けていく力として観点ごとに見立て、達成に向け必要な段階や各ステップに
おける目標を明確にした上で個別教育計画の目標へと落とし込みます。 

コミュニケーション 余暇活動 

挨拶する 依頼する 順番を待つ 友達と協力する 好きな活動を増やす 

集団活動 

将来の夢・願い 

先生方の声 
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＜学校の実践例＞ 
Ａ特別支援学校※分教室では、「人と関わる力」、「将来を考える力」、「生

活する力」、「取り組む力」（以下四つの力）を社会生活に必要な力として
位置付けています。さらに、四つの力の具体的な内容項目を「育てたい力」
として示し、個々の生徒の到達度や課題を明確にするとともに、生徒の実
態を把握するための評価基準表を作成、活用しています。対象生徒につい
て、教員各々の見立てのずれを共有していく過程で生徒理解をより進める
ことができると考えます。 
また個々の生徒の評価基準表を基に、表の形（チャート）に落とし込み、

生徒や保護者に視覚的に提示し、分かりやすく伝わるよう工夫していま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ａ．児童・生徒本人に「個別教育計画」の内容を知らせるこ
とが大切です。 
児童・生徒本人の将来の夢や願いの実現のために、何が必要であるかを

きちんと理解させ、そのために個別教育計画に立てられた目標がどういう
意図であるかを知らせることが重要です。 
                     

目的に応じた学習
場面の設定 
自己理解に関す

る学習は、生徒の
実態や学習内容に
合わせて一斉授業
での実施と、面談
等個別で扱う場合
と、目的に応じて
設定しましょう。 

Ａ．アセスメントツール等を用いて、児童・生徒本人に自己
理解を促すことが大切です。 
児童・生徒本人に対し、課題を達成するための評価規準や評価の観点も

合わせて説明したり、授業の中で達成規準や評価の視点を本人に考えさせ
たりする場面を取り入れましょう。その際、自己評価を行ったり、教員の
評価とすり合わせたりして、自分の強みや弱み、今できていることや課題
となることに気付くことが重要です。 

評価基準（社会基準評価）から作成したチャート表 
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※学校名のアルファベットは、平成 27年度研究集録第 35集と連動しています。 
そちらもあわせて御覧ください。 

組織的なマネジメ
ント 
 組織を統括する
役割を担う総括教
諭等が、様々な会
議時間を計画的に
設定したり、事務
作業に関する記録
等の簡便化を図っ
たりすることで、
学校全体の業務の
効率化を進めるこ
とが期待されま
す。 

学ぶ 楽しむ くらす はたらく

学校で、 毎日の生活で、 家や近所で、お手伝いなどを 将来、

勉強したいことはなんですか 楽しみなことはなんですか していますか どんな仕事をしたいですか

（○をつけましょう）

　１　そうじ　　　２　調理

　３　せんたく　　４　皿洗い

　５　その他

（理由）

興味のあること

（理由） やってみたいことはありますか 将来にむけて、

やってみたいことはありますか 働くために、自分に必要なことは

なんですか（○をつけましょう）

　１　あいさつ・報告・相談など

　２　集中力　　　３　体力

　４　やる気　　　５　その他

大人になって、どんなことをしたい？／　どんな大人になりたい？ ９月から、どのコースで学びたいですか（○をつけましょう）

　１　自立支援コース

　２　就業支援コース

　３　わからない

Ｆ特別支援学校※では、本人との面談の際に、「生徒の聞き取りワークシ
ート」を用いています。「個別教育計画」の様式と同様、四つの力（学ぶ、
楽しむ、暮らす、働く）に沿って記入でき、見て分かりやすく、作成にい
かしやすい記録として活用しています。 

 

また、Ｅ特別支援学校※分教室では、HRや朝の自立学習（日課表上の呼
称）の時間の中で、15分程度「マイゴール」という取組を行っています。
教育課程として示されている三つの視点を基に中期目標を立て、それを踏
まえて生徒自身が教員とともに短期目標を考えて設定します。週に一度取
組を見直す中で、同じ評価が続いた場合は、より具体的（取組範囲を限定
する等）、また発展的な内容（他の場面へ拡大する等）を追加しながら、約
１か月のサイクルで取組を重ねる実践を行っています。 

 

生徒の聞き取りワークシート 

「マイゴール」の目標シート（Ａ４） 
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  Ｑ８ 「個別教育計画」を指導体制や教育課程 
の見直しに活用していくためには、どの  
ような工夫がありますか？ 

 
 
 
 
  

各学部の教育課程や普段の授業の様子をお互いに知ることが大切です。そ
の際、児童・生徒の「自立と社会参加」を念頭に置き、各学部で積み重ねて
いくことを共有し、学校全体で系統的な教育活動を進めていくことが重要で
す。 

Ａ．学部間で相互の教育課程を知り、系統性を意識した教育
課程を編成することが大切です。 

幼少期からの取組 
 「自立と社会参
加」を考えるにあ
たっては、幼少期
からの系統的な取
組の視点が重要で
す。個々の児童・
生徒が高等部卒業
後に必要となる力
を見据えて、「今、
身に付けさせたい
力」を生活全体か
ら拾い、学習内容
に位置づけていく
必要があります。 
身近な生活の出

来事が、将来必要
となる力になるこ
とを意識しなが
ら、学びの場をつ
くりましょう。                  

〇学部による教育課程の違いやつながりが分から
ない。 

○見直し、修正の仕組みが分からない。 
○各教科間のつながりが明確でない。 
 
 

Ａ．入学、進級にあたり、それまでの学習とのつながりを意
識した「個別教育計画」を作成することが大切です。 

「個別の支援計画」や、前年度の「個別教育計画」「アセスメントシート」
等を活用し、それまでの積み重ねを踏まえて「個別教育計画」を作成します。 

学校全体での系統的な指導体制 

 

基本的な生活習慣の獲得 
・身辺処理の確立 
・生活に必要な知識の獲得 
・お手伝いや係活動で役割意識 
 

 

・小学部からより発展した生活
習慣の獲得 

・作業学習の取組による「働く」 
・体験学習 

・現場実習等を活用した職業体験 
・各教科を通じた自己理解・将来設 
・計・地域生活での自立 
・進路相談等による進路選択・決定 
 

 

各学部間での情報共有 

各学部間での情報共有 

社会へ 

小学部 

中学部 

高等部 

先生方の声 
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子どもが目標を達成した時 次の目標を立てる 
子どもの目標達成が難しい時 達成可能な目標を立て直す 
単元ごとに見直してみる 一つの単元が終わったら見直す 
一定期間ごとに見直す １か月ごと、学期ごと、学期に数回 

Ａ．学校から社会への移行という共通の視点を持って、年間 
指導計画や「個別教育計画」を作成することが大切です。 

学校や学部、学年が目指す児童・生徒像を念頭に置き、「自立と社会参加」
に向けて、個々の目標を設定していきます。その目標を達成するために各教
科の内容を精選し、必要な手立てを考えていきます。児童・生徒の「自立と
社会参加」に向けて必要な力を育てることを目的とした教科指導の在り方が
求められます。 

教育課程の見直し
にもつながります 
 日ごろの児童・
生徒の姿から授業
を見直す視点を常
に持つことで、教
育課程全体へ意識
が向くでしょう。
見直しや改善の視
点を持ち続けるこ
とが大切です。            

＜学校の実践例から＞ 
Ａ特別支援学校※分教室では、単元における観点位置付けシートを作成

し、各教科の各単元のねらいが「個別教育計画」の項目における各観点の
どこに位置付いているかを一覧表にしています。それにより各教科の横の
つながりが明確になるでしょう。 
 

                           

Ａ．「個別教育計画」は、児童・生徒の実態に合わせて適宜、
見直しと修正を行うことが大切です。 

「個別教育計画」は、作成したら終わりというものではありません。子ど
もの状況の変化や時間の経過に伴い、適宜見直しと修正を行います。併せて、
指導計画の見直しや、指導体制の見直しも行います。 

＊実践の中で見直しや修正をした目標に沿って、指導体制や指導内容
についても見直しや修正を行っていく。 

※学校名のアルファベットは、平成 27年度研究集録第 35集と連動しています。 
そちらもあわせて御覧ください。 



 

 
  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 個別教育計画作成について           Ⅱ 個別教育計画活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内容＞ 

Ａ 実態把握 

Ｂ 指導目標の設定 

Ｃ 指導内容の選定 

Ｄ その他 

  ・個別の支援計画（支援シートⅠ等） 

との関連付け 

  ・個別教育計画作成の効率化 

個別教育計画活用状況調査回答結果 

＜内容＞ 

Ｅ 授業での活用 

Ｆ 評価の活用 

Ｇ 教員間の連携 

Ｈ 保護者との連携 

Ｉ 本人の参加 

Ｊ 教育課程の見直し 



 

１ 実態把握上の課題   

実態把握について、特に課題と思われることを次の選択肢から３つ選び、番号を回答欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 課題改善に向けて大切なこと  
１で挙げた課題の改善に向けて、実態把握について、特に大切だと考えることを次の選択肢から３つ選び、番号を

回答欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 個別教育計画作成について 

Ａ 実態把握 

・②「教員によって児童・生徒の実態や課題の捉え方が異なる」への回答が部門、学部問わず一番高い。 
・知的障害教育部門では、①「教員の主観的な見方になりがち」が２番目に高く、次いで⑥「引き継ぎが不十分」

への回答が高い。 
・肢体不自由教育部門では、⑦「本人の将来の夢や願いが把握しにくい」が２番目に高く、次いで⑤「専門職や
看護師との連携が不十分」への回答が高い。 

・分教室では、②「引き継ぎが不十分」と並んで③「問題行動やできないことだけに視点が向きやすい」が２番
目に高く、他学部に比べ④「保護者や関係機関からの情報が得にくい」が高い項目として挙げられている。 

・その他として、「複数の教員間で実態把握を行っていくための情報共有の方法」「時間調整」等の回答があった。 

・①「複数の教員で多角的な視点で実態を捉える」への回答が部門、学部問わず一番高い。 
・知的障害教育部門では、⑥「客観性をもたせるための情報収集の仕方を工夫する」が２番目に高く、次いで 

③「児童・生徒の強みを捉える」の回答が高い。 
・肢体不自由教育部門では、⑦「専門職や看護師と連携した実態把握の在り方を充実する」が２番目に高く、次
いで⑥「客観性をもたせるための情報収集の仕方を工夫する」が高い。 

・その他として、「就学前の情報の活用」や「実態把握に向けた教員の専門性」の回答があった。 



 

１ 指導目標設定上の課題 
指導目標（長期・短期目標等）の設定について、特に課題と思われることを次の選択肢から３つ選び、番号を回答

欄にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２ 課題改善に向けて大切なこと 
１で挙げた課題の改善に向けて、指導目標（長期・短期目標等）の設定について、特に大切だと考えることを次の

選択肢から３つ選び、番号を回答欄にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 指導目標の設定 

・全体として①「将来の姿や生活を見据えた指導目標の設定の視点が弱い」への回答が一番高く、次いで、⑥「長
期目標と短期目標との関連付けを図ることが難しい」④「長期・短期目標と教科等の指導目標との関連付けが
十分でない」で、③「指導目標に優先順位をつけることが難しい」も高い回答であった。 

・その他として、「本人の実態にあった具体的な目標の設定」等の回答があった。 

・全体として、③「将来の姿や生活の広がりを見据えて今必要な指導目標を設定する」への回答が一番高く、次
いで⑤「障害の状態や発達段階等を踏まえ、達成可能な指導目標を設定する」⑥「長期目標の達成に向けた具
体的な短期目標を設定する」であった。 

・中学部では、①「複数の教員で指導目標を検討する」が２番目に高い回答で、分教室では、②「児童生徒の実
態から教育的な課題や背景となる要因を分析して指導目標を設定する」が一番高い回答であった。 

・その他として、「目標設定にあたっては、数値に置き換えることができない記述を認めていく」「スモールステ
ップで考える道筋が見えていない」等の回答があった。 



 

１ 指導内容選定上の課題 

指導内容の選定について、特に課題と思われることを次の選択肢から３つ選び、番号を回答欄にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 課題改善に向けて大切なこと 
１で挙げた課題の改善に向けて、指導内容の選定について、特に大切だと考えることを次の選択肢から３つ選び、

番号を回答欄にご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 指導内容の選定 

・全体として、⑤「ライフステージや学部間のつながりを踏まえた系統性のある指導内容の選定が難しい」⑥「生
活の広がりや自立を見通した指導内容の選定の視点が弱い」への回答が一番高く、次いで①「指導目標を達成
するために必要な指導内容の選定が難しい」であった。 

・分教室では、④「学校生活全体での計画的な指導が難しい」への回答が一番高い。 

・全体として、②「指導内容の選定の視点を明確にする」への回答が一番高く、次いで⑤「学校として系統性の
ある教育課程を編成する」⑥「将来の見通しを教員間で共有する」であった。 

・小学部では、④「生活への広がりの視点を明確にする」への回答が一番高く、中学部では、⑤「学校として系
統性のある教育課程を編成する」が一番高い。また、高等部では、①「複数の教員で指導内容を検討する」が、
分教室では、②「指導内容の選定の視点を明確にする」が他学部に比べ高い割合となっている。 

・その他として「何のためにこの内容を指導するのかの意識を指導者が持つ」「達成期間を意識した具体的な目標
の設定」等の回答があった。 



 

１ 個別の支援計画（「支援シートⅠ」等）の内容を踏まえて個別教育計画を作成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別教育計画作成に係る事務を効率化したり、事務負担を軽減したりする工夫をしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ その他 

◇全体として「概ね取り組んでいる」が 67.3％、「やや不十分」が 22.4％、知的の中・高・分教室では、「不十分
である」との回答も少数であるが見られた。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・関連連付けを図ることの理解がない。教員の意識の弱さがある。 
・個別の支援計画の内容（目標等）が十分でない。（検討されていない、計画が曖昧） 
・共通理解のもと作成していくシステムが十分でない。 
（記入の仕方や観点が教員により幅がある、進路等活用の視点で必要な内容をいかに盛り込むか） 
・保護者、本人の意見を十分に生かすことが難しい。 

◇全体として「概ね十分である」が 37.4％に対し、「やや不十分である」が 49.5％と上回った。 
◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 

・時間がない。（作成・検討・評価） 
・時間がかかる。 
→書き方等が共通化されておらず、修正等に時間がかかる。 
書式の問題（フォーマット変換や表が崩れることへの対応に時間） 
記入項目内容等のスリム化が図られていない。 

・内容についての共通理解が図られていず、日々の指導に活用されていない。 
（作成で終わる、文章量が多くなり保護者等が理解しにくい） 

１十分取り組んでいる ２概ね取り組んでいる  
３やや不十分である  ４不十分である  ５無回答 



 

１ 個別教育計画で設定した指導目標（長期・短期目標等）を日頃の授業と関連付け、授業の中で具体的な 
指導目標として設定している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 個別教育計画で設定した指導目標（長期・短期目標等）を達成するために必要な指導内容を選定し指導 
している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 個別教育計画に示された支援の手だてを授業で実践している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5

全体 4.7% 59.8% 34.6% 0.9% 0.0%

知的 2.7% 63.0% 32.9% 1.4% 0.0%

肢体 6.9% 55.2% 37.9% 0.0% 0.0%

小学部 3.8% 69.2% 26.9% 0.0% 0.0%

中学部 7.7% 50.0% 38.5% 3.8% 0.0%

高等部 6.1% 54.5% 39.4% 0.0% 0.0%

分教室 0.0% 65.0% 35.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 3.7% 61.7% 34.6% 0.0% 0.0%

知的 4.1% 58.9% 37.0% 0.0% 0.0%

肢体 0.0% 72.4% 27.6% 0.0% 0.0%

小学部 7.7% 73.1% 19.2% 0.0% 0.0%

中学部 3.8% 50.0% 46.2% 0.0% 0.0%

高等部 3.0% 57.6% 39.4% 0.0% 0.0%

分教室 0.0% 65.0% 35.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 7.5% 80.4% 12.1% 0.0% 0.0%

知的 6.8% 76.7% 16.4% 0.0% 0.0%

肢体 6.9% 89.7% 3.4% 0.0% 0.0%

小学部 7.7% 92.3% 0.0% 0.0% 0.0%

中学部 7.7% 69.2% 23.1% 0.0% 0.0%

高等部 9.1% 81.8% 9.1% 0.0% 0.0%

分教室 5.0% 75.0% 20.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

100.0%

Ｅ 授業での活用 

 Ⅱ 個別教育計画活用について 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 個別教育計画における学習の評価は、個別教育計画で設定した指導目標に対して、評価している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 個別教育計画における学習の評価を、授業改善（指導目標、指導内容、支援の手だての見直しや指導体 

制等の検討等）のための評価として活用している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1 2 3 4 5

全体 29.9% 60.7% 8.4% 0.9% 0.0%

知的 34.2% 53.4% 11.0% 1.4% 0.0%

肢体 17.2% 79.3% 3.4% 0.0% 0.0%

小学部 42.3% 50.0% 7.7% 0.0% 0.0%

中学部 19.2% 69.2% 7.7% 3.8% 0.0%

高等部 24.2% 69.7% 6.1% 0.0% 0.0%

分教室 35.0% 50.0% 15.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

1 2 3 4 5

全体 4.7% 52.3% 42.1% 0.9% 0.0%

知的 4.1% 52.1% 42.5% 1.4% 0.0%

肢体 3.4% 55.2% 41.4% 0.0% 0.0%

小学部 7.7% 57.7% 34.6% 0.0% 0.0%

中学部 7.7% 42.3% 46.2% 3.8% 0.0%

高等部 0.0% 42.4% 57.6% 0.0% 0.0%

分教室 0.0% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

◇（１）では、学部、部門の差異が少なく、全体として 34.6％が「やや不十分」と回答した。（２）では、学部に
よりばらつきはあるが、全体として 34.6％が「やや不十分」と回答した。（１）（２）の項目に比べ、全体とし
て 80.4％が「概ね取り組んでいる」と回答した。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・全体、グループ等の授業の目標と個々の児童・生徒の目標の関連づけが難しい。 
・授業の単元目標と個別教育計画の目標の関連付けが明確にならない。 
・授業担当者が個別教育計画作成者と異なる場合の目標や手だての理解が困難。 
・書式が授業の内容に対応しておらず個々の目標が授業と結びつきにくい。 
・目標の異なる児童・生徒に対応する授業作りが困難。 
・授業内容、題材の選定理由、課題等の共通理解が不十分。 

Ｆ 評価の活用 



 

３ 個別教育計画における学習の評価を、保護者に通知する評価として活用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 個別教育計画の作成に当たり、指導に関わる複数の教員で児童・生徒の実態、目標、支援の手だて等 

検討する機会をもち、指導の方向性を共有している。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 47.7% 49.5% 2.8% 0.0% 0.0%

知的 49.3% 46.6% 4.1% 0.0% 0.0%

肢体 41.4% 58.6% 0.0% 0.0% 0.0%

小学部 61.5% 34.6% 3.8% 0.0% 0.0%

中学部 46.2% 46.2% 7.7% 0.0% 0.0%

高等部 39.4% 60.6% 0.0% 0.0% 0.0%

分教室 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

1 2 3 4 5

全体 30.6% 57.4% 8.3% 1.9% 1.9%

知的 27.4% 57.5% 9.6% 2.7% 2.7%

肢体 33.3% 60.0% 6.7% 0.0% 0.0%

小学部 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

中学部 25.9% 63.0% 7.4% 3.7% 0.0%

高等部 18.2% 63.6% 12.1% 3.0% 3.0%

分教室 35.0% 45.0% 15.0% 0.0% 5.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

◇（１）では、全体として 60.7％が「概ね取り組んでいる」、（３）では、49.5％が「概ね取り組んでいる」さら
に 47.7％が「十分取り組んでいる」と回答した。一方、（２）では、全体として 42.1％が「やや不十分」と回
答した。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・個別教育計画の個々の評価を授業改善につなげられていない。 
・生活指導や将来像につなげることが困難。 
・書式(記述のしやすさなど)に課題。  
・教員の評価を生徒に伝え、生徒自身の目標につなげることが課題。 

Ｇ 教員間の連携 

 



 

２ 個別教育計画の評価に客観性を持たせたり、児童・生徒の学びの質を多角的に理解したりするため

に、指導に関わった複数の教員で評価を検討している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ ≪専門職又は看護師が配置されている学校のみ≫個別教育計画の作成に専門職（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴ、心理職）

や看護師が参加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 24.3% 57.0% 16.8% 1.9% 0.0%

知的 21.9% 56.2% 19.2% 2.7% 0.0%

肢体 27.6% 58.6% 13.8% 0.0% 0.0%

小学部 42.3% 46.2% 11.5% 0.0% 0.0%

中学部 19.2% 50.0% 26.9% 3.8% 0.0%

高等部 18.2% 63.6% 15.2% 3.0% 0.0%

分教室 20.0% 65.0% 15.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

1 2 3 4 5

全体 2.8% 19.6% 57.0% 19.6% 0.9%

知的 1.4% 17.8% 56.2% 23.3% 1.4%

肢体 6.9% 17.2% 62.1% 13.8% 0.0%

小学部 0.0% 34.6% 46.2% 19.2% 0.0%

中学部 0.0% 19.2% 53.8% 26.9% 0.0%

高等部 9.1% 15.2% 57.6% 18.2% 0.0%

分教室 0.0% 10.0% 70.0% 15.0% 5.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

◇（１）では、全体として、57.4％が「概ね取り組んでいる」と回答した。（２）では、57.0％が「概ね取り組ん
でいる」と回答した。一方で、（３）は、57.0％が「やや不十分」と回答した。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・話し合いの時間の確保。  
・クラス外の教員との連携(学年、学部など)。 
・専門職の活用に関するシステムが不十分。 
・作成時のみの話し合いとなり、日々の活用は意識が薄い。 



 

１ 個別教育計画の内容（児童・生徒の実態や目標・指導内容等）を説明し、理解を得ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 保護者と教員の間で、児童・生徒の将来像について共有している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 個別教育計画を作成・検討するに当たり、家庭での取組や保護者の役割について話し合っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 34.6% 65.4% 0.0% 0.0% 0.0%

知的 32.9% 67.1% 0.0% 0.0% 0.0%

肢体 37.9% 62.1% 0.0% 0.0% 0.0%

小学部 34.6% 65.4% 0.0% 0.0% 0.0%

中学部 38.5% 61.5% 0.0% 0.0% 0.0%

高等部 36.4% 63.6% 0.0% 0.0% 0.0%

分教室 30.0% 70.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 8.4% 69.2% 21.5% 0.9% 0.0%

知的 9.6% 65.8% 23.3% 1.4% 0.0%

肢体 3.4% 75.9% 20.7% 0.0% 0.0%

小学部 3.8% 69.2% 26.9% 0.0% 0.0%

中学部 7.7% 53.8% 38.5% 0.0% 0.0%

高等部 12.1% 75.8% 9.1% 3.0% 0.0%

分教室 10.0% 75.0% 15.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 4.7% 57.9% 35.5% 1.9% 0.0%

知的 5.5% 56.2% 35.6% 2.7% 0.0%

肢体 0.0% 62.1% 37.9% 0.0% 0.0%

小学部 0.0% 73.1% 26.9% 0.0% 0.0%

中学部 7.7% 46.2% 42.3% 3.8% 0.0%

高等部 3.0% 54.5% 39.4% 3.0% 0.0%

分教室 10.0% 60.0% 30.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

Ｈ 保護者との連携 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 児童・生徒にわかるように個別教育計画の内容を知らせている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 児童・生徒に学習の目的や意義を伝えて授業を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 4.7% 13.1% 40.2% 41.1% 0.9%

知的 6.8% 13.7% 32.9% 45.2% 1.4%

肢体 0.0% 13.8% 55.2% 31.0% 0.0%

小学部 0.0% 3.8% 34.6% 57.7% 3.8%

中学部 0.0% 3.8% 34.6% 61.5% 0.0%

高等部 3.0% 15.2% 51.5% 30.3% 0.0%

分教室 20.0% 35.0% 35.0% 10.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

1 2 3 4 5

全体 5.6% 37.4% 45.8% 10.3% 0.9%

知的 5.5% 39.7% 45.2% 8.2% 1.4%

肢体 3.4% 34.5% 48.3% 13.8% 0.0%

小学部 0.0% 23.1% 57.7% 15.4% 3.8%

中学部 3.8% 42.3% 38.5% 15.4% 0.0%

高等部 6.1% 39.4% 48.5% 6.1% 0.0%

分教室 15.0% 45.0% 40.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

◇（１）では、「やや不十分」「不十分」の回答は見られなかった。（２）では、「概ね取り組んでいる」が 69.2％
（３）では、「概ね取り組んでいる」が 57.9％であるが、Ｇ教員の連携に比べ「やや不十分」の割合が少々高く、
（３）では、35.5％が「やや不十分」としている。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・家庭状況により、個別教育計画の内容の理解が困難であったり、家庭での取組が困難であったりする。 
・家庭と学校とで実態把握や目標・将来像が異なり共通理解が難しい。 
・将来像をイメージできないため、個別教育計画に反映されない。 
・共通理解のための時間が不足。 
・学校と家庭での取組の違い。 

Ｉ 本人の参加 

 



 

３ 児童・生徒に今行っている学習が他の学習や生活にどういかされるかを説明している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 児童・生徒にわかるように授業で学習の目標や評価方法を知らせている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 児童・生徒に学習の成果（評価の結果）を知らせている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5

全体 2.8% 35.5% 43.9% 16.8% 0.9%

知的 2.7% 42.5% 37.0% 16.4% 1.4%

肢体 0.0% 24.1% 62.1% 13.8% 0.0%

小学部 0.0% 7.7% 46.2% 42.3% 3.8%

中学部 3.8% 15.4% 61.5% 19.2% 0.0%

高等部 3.0% 48.5% 42.4% 6.1% 0.0%

分教室 5.0% 75.0% 20.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 0.9% 29.9% 54.2% 14.0% 0.9%

知的 1.4% 27.4% 60.3% 9.6% 1.4%

肢体 0.0% 34.5% 41.4% 24.1% 0.0%

小学部 0.0% 19.2% 50.0% 26.9% 3.8%

中学部 0.0% 34.6% 42.3% 23.1% 0.0%

高等部 0.0% 30.3% 63.6% 6.1% 0.0%

分教室 5.0% 40.0% 55.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

1 2 3 4 5

全体 4.7% 39.3% 43.9% 10.3% 1.9%

知的 6.8% 39.7% 38.4% 12.3% 2.7%

肢体 0.0% 37.9% 55.2% 6.9% 0.0%

小学部 0.0% 38.5% 38.5% 19.2% 3.8%

中学部 0.0% 50.0% 34.6% 15.4% 0.0%

高等部 6.1% 30.3% 60.6% 3.0% 0.0%

分教室 15.0% 45.0% 30.0% 5.0% 5.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%



 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学校として、系統性のある教育課程を編成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学部間の指導の系統性を理解して指導している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 0.0% 51.4% 44.9% 3.7% 0.0%

知的 0.0% 54.8% 41.1% 4.1% 0.0%

肢体 0.0% 48.3% 48.3% 3.4% 0.0%

小学部 0.0% 38.5% 61.5% 0.0% 0.0%

中学部 0.0% 42.3% 46.2% 11.5% 0.0%

高等部 0.0% 57.6% 42.4% 0.0% 0.0%

分教室 0.0% 65.0% 30.0% 5.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

1 2 3 4 5

全体 0.9% 31.8% 58.9% 5.6% 2.8%

知的 0.0% 28.8% 63.0% 5.5% 2.7%

肢体 0.0% 37.9% 51.7% 6.9% 3.4%

小学部 0.0% 26.9% 73.1% 0.0% 0.0%

中学部 3.8% 38.5% 38.5% 19.2% 0.0%

高等部 0.0% 33.3% 60.6% 0.0% 6.1%

分教室 0.0% 25.0% 65.0% 5.0% 5.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

◇（１）～（５）共通して「やや不十分」、「不十分」としての回答が高い。 
◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 

・児童生徒がわかるように伝えるには難しい。 
・提示の機会がない、伝え方が不十分。 
・教員が本人参加という意識を持っていない。 
・必要性があるため、本人がわかる方法を検討していく。 

Ｊ 教育課程の見直し 



 

３ 入学、進級に当たり、それまでの学習とのつながりを意識した個別教育計画を作成している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学校から社会・職業への移行支援の視点を持って、一人ひとりの学習内容、支援の手だてを計画している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 学習効果を高めるため、自立活動と各教科等との関連等、学習内容を相互に関連付けて指導している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5

全体 5.6% 67.3% 26.2% 0.9% 0.0%

知的 4.1% 67.1% 27.4% 1.4% 0.0%

肢体 6.9% 72.4% 20.7% 0.0% 0.0%

小学部 7.7% 76.9% 15.4% 0.0% 0.0%

中学部 3.8% 73.1% 23.1% 0.0% 0.0%

高等部 9.1% 60.6% 30.3% 0.0% 0.0%

分教室 0.0% 60.0% 35.0% 5.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

1 2 3 4 5

全体 7.5% 52.3% 31.8% 7.5% 0.9%

知的 11.0% 53.4% 31.5% 4.1% 0.0%

肢体 0.0% 44.8% 34.5% 17.2% 3.4%

小学部 0.0% 38.5% 50.0% 11.5% 0.0%

中学部 0.0% 38.5% 42.3% 19.2% 0.0%

高等部 12.1% 63.6% 21.2% 0.0% 3.0%

分教室 20.0% 70.0% 10.0% 0.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%

1 2 3 4 5

全体 1.9% 56.1% 37.4% 3.7% 0.9%

知的 2.7% 54.8% 38.4% 4.1% 0.0%

肢体 0.0% 58.6% 34.5% 3.4% 3.4%

小学部 3.8% 57.7% 38.5% 0.0% 0.0%

中学部 0.0% 46.2% 42.3% 11.5% 0.0%

高等部 0.0% 54.5% 42.4% 0.0% 3.0%

分教室 5.0% 65.0% 25.0% 5.0% 0.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◇（１）は、「概ね取り組んでいる」と「やや不十分」「不十分」がほぼ半々で、小学部では、「やや不十分」が 61.5％
と「概ね取り組んでいる」を上回っている。 
（２）は、「やや不十分」の回答が高く、特に小学部では、73.1％である。 
（３）は他の項目に比べ「概ね取り組んでいる」が 67.3％と高いが、高等部、分教室は 30％以上が「やや不十
分」と回答している。（４）（５）は全体として、「やや不十分」が 40％程度あり、（４）では高等部、分教室に
比べ、小・中学部の「やや不十分」の回答が高い。 

◇自由記述から見られる課題として、以下の点が挙げられた。 
・学部間の指導の系統性の弱さ。  
・キャリア教育の視点をふまえた教育課程づくり。  
・教員間で、検討・共有する時間設定の難しさや人員の不足。  
・教育課程に関する意識や理解の浅さ。  
・児童生徒数の増加による学校施設や設備の不足による、教育課程編成の制約。  
・引き継ぎの時間の設定や方法に関すること。  
・将来像のイメージの持ちにくさ。  
・各教科の指導計画が担当教員個人によって作成されること。  
・学部間の共通理解の難しさ。 
・個別教育計画との結びつきの弱さ。 
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